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１．日常生活
小項目 具体的内容 ✓ 現状と課題

生活リズム 規則正しい生活リズムがある 1 2 3 4

通院服薬管理 きちんと通院しており、決められた通りに服薬している 1 2 3 4

健康生活管理 援助を求めることができる 1 2 3 4

身だしなみ 身だしなみがきちんとできている 1 2 3 4

金銭感覚 お金を大切につかうことができる 1 2 3 4

自己認知 自分の障がいや症状を理解している 1 2 3 4

移動手段 公共交通機関をひとりで利用できる 1 2 3 4

２．対人関係

挨拶 挨拶ができる 1 2 3 4

会話 その場に応じた会話ができる 1 2 3 4

言葉遣い ていねいな言葉が使える 1 2 3 4

意思表示 自分の意思を相手に伝えることができる 1 2 3 4

非言語コミュニケーション 表情・ジェスチャー等でコミュニケーションがとれる 1 2 3 4

協調性 人と共同して仕事ができる 1 2 3 4

感情コントロール 感情が安定している 1 2 3 4

素直さ 人からの指示や注意を素直に受け入れることができる 1 2 3 4

３．作業上の行動・態度

動機 一般就労の意欲がある 1 2 3 4

作業への意欲 作業訓練意欲がある 1 2 3 4

積極性 積極的に作業に取り組む 1 2 3 4

暗黙の理解 職場のルールを理解している 1 2 3 4

指示理解 指示内容を理解できる 1 2 3 4

ルール等の遵守 職場のルールや指示内容を守れる 1 2 3 4

体力 1日6時間以上、作業ができる体力がある。 1 2 3 4

作業速度 期待されている作業速度がある 1 2 3 4

正確性 ミスなく正確に作業ができる 1 2 3 4

臨機応変さ 作業環境の変化に対応できる 1 2 3 4

集中力 黙々と作業ができる 1 2 3 4

能力の認知 自分の就労能力が分かっている 1 2 3 4

勤怠状況 欠勤、遅刻、早退などがない 1 2 3 4

連絡 欠勤、遅刻などを連絡できる 1 2 3 4

危険の理解 危険な状況が判断でき、対処できる 1 2 3 4

☑…優先される支援課題にチェック
評価基準 １･･・できる／手助けを必要としない （支援目標となりうる課題）

２・・・ほぼできる／手助けがあってできる
３・・・ときどきできる／手助けがあればできるときもあればできないときもある
４･･･できない／手助けがあってもかなり難しい

評価
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